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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年３月１８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２１年７月２７日 ２０時３３分ごろ 

発生場所 沖縄県石垣市 魚釣
うおつり

島
しま

灯台から真方位０８６°１１.３海里付近 

（概位 北緯２５°４５.３′ 東経１２３°４０.１′） 

事故調査の経過  平成２１年７月２９日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 巡視船 もとぶ、１,３４９トン 

   １４０９１４、国土交通省 

   ８９.３５ｍ×１１.００ｍ×５.００ｍ、鋼 

   ディーゼル機関４基、１４,７６０kＷ(合計)、平成２０年９月 

Ｂ 警備救難艇 ＰＬ６４－Ｍ１、１.３トン 

   ２９１－４２０９７東京、国土交通省 

   ５.９９ｍ(Lr)×２.０６ｍ×１.０３ｍ、ＦＲＰ、船外機２基、２２

０.６５kＷ(合計)、平成１９年３月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 男性 ５１歳 

   一級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 平成１３年１１月２２日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成１８年７月１４日 

    免状有効期間満了日 平成２３年１１月２１日 

Ｂ 艇長 男性 ５９歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５０年２月２８日 

免許証交付日 平成２１年１月７日 

           （平成２６年２月１３日まで有効） 

 死傷者等 左腕打撲 １人、嘔吐及び頭痛 １人 

 損傷 Ｂ船の右舷船外機プロペラ曲損、連結フレーム曲損及び下部整流板欠損 

 事故の経過  Ａ船は、船長ほか３２人が乗り組み、魚釣島東方沖において航行中、Ｂ

船の降下及び操船訓練を行うため、速力を約４.５ノットに減じた。Ｂ船

は、艇長、艇員Ａほか２人が乗り、Ａ船ボートデッキの右舷側クレーンか

らの吊り上げワイヤーに支えられ、Ａ船右舷中央に設置されたブームから

Ｂ船船首にえい
．．

航索を取った状態で降下された。Ｂ船が着水後、艇長の号

令で、吊り上げワイヤーのリンクを外す離脱レバーを引いたが、吊り上げ

ワイヤーのリンクが外れないまま、え
．
い
．
航索離脱レバーを引いたため、船

首に取ったえい
．．

航索が放たれた。このため、Ｂ船は、平成２１年７月２７
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日２０時３３分ごろ、右回頭して、左舷側に傾き、横転して乗艇員４人が

落水した。 

 Ａ船は、別の搭載艇を降ろし、落水した乗艇員を救助して、負傷者２人

がヘリコプターで病院に運ばれた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ 

 その他の事項  今までのＢ船の降下訓練では、吊り上げワイヤーのリンクが外れないこ

とはなかった。 

 Ｂ船の降下訓練は、降下手順のマニュアルに従い艇長の号令のもとに行

われていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ｂ船は、魚釣島東方沖において、Ａ船から海上

に降下されてＡ船から離脱する際、吊り上げワイ

ヤーが外れたことを確認せずに船首のえい
．．

航索が

放されたため、右回頭して、横転したものと考え

られる。 

 艇長は、吊り上げワイヤーが離脱した後でなけ

れば、船首のえい
．．

航索を放さないように指示して

いなかった可能性があると考えられる。 

 艇員Ａは、艇長の号令の後、金属音を聞き、吊

り上げワイヤーが外れたと思い込み、船首のえい
．．

航索を放した可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、魚釣島東方沖において、Ｂ船がＡ船から海上に降下さ

れてＡ船から離脱する際、吊り上げワイヤーが外れたことを確認せずに船

首のえい
．．

航索が放されたため、Ｂ船が右回頭して、横転したことにより発

生したものと考えられる。 

備考  降下手順のマニュアルに、吊り上げワイヤーのリンクが外れたことを確

認したのち、えい
．．

航索を放つことが追加された。 

 




